ので ある。 

筑 紫なる 梅の オト ドが 雷と な つ て 落ちた ところで、 

せいぜい 千ポ ン ドバ クダ ン ぐら いのこと だろう。 筑紫 

一 国、 山の 狸 も、 池の ミ ミズに 至る まで、 ピカドンと 

いう 一 瞬に 焼けて なくなる など、 は、 誰 一 人、 夢想す 

る こと も 出来なかった。 

空想の 限界 を 超える に 至って は、 これ はも はや 人間 

の もので はなく、 まさしく 悪魔の 兇器で ある。 それの 

もたらす 被害 は、 当然 利益よりも 甚大で あり、 今日 ま 

で 戦争が もたらし た 効能 も、 ザ J の 悪魔 の バ ク ダン 以後 

は、 ついに 被害 を 上 廻る こと は 出来ない であろう。 



天皇制と いう もの を 軍人が 利用して、 日本 は 今日の 

悲劇 を まねいた。 その 失敗から、 たった 三年に して、 

&こリ もな く、 再び 愚 をく りかえ そうとす ると は！ 

なるほど、 一 時 的に、 容易に 安定 を もとめる ために は、 

それが 便利で あるか も 知れぬ。 然し、 かかる 安易 は、 

罪悪で ある。 こりる こと を 知らない こと は、 罪悪で あ 

る。 

日本人 は、 こりる こと を 知らないの だ。 地震国 だか 

ら、 地震 は、 天災 だとい う。 地震に 倒れない 建築 をた 

てれば、 すむ ことで はない か。 何が、 天災で あるか。 

こりる こと を 知らず、 それに 対処す る 努力と 工夫 を 知 



これと 同様の 無策 無謀の アラワ レが、 各種の 弾圧、 

禁止で ある。 エロ. グロの 禁止、 弾圧。 禁止ぐ らい、 

安易 簡便な 法 はない。 そして、 禁止と いう ものに は、 

工夫と 努力が ミ ジン も 必要と されず、 禁止から、 進歩 

発展が 生れる という こと は、 有り得ない。 

軍人た ち は、 戦争 中、 弾圧、 禁止 を 乱用した もの だ 

が、 目に 一丁字な き 軍人が これ を 行う の は、 ともかく、 

文化国家と 自称す る ものが、 禁止の 安易に つくと は 言 

語 道 断と 云わねば ならぬ。 

エロ. グロ を、 芸術に 高める ための、 努力と 工夫が 

大切な ので ある。 さすれば 裸 レビ ユウの 如き は、 自然 



に 場末の 片隅へ もぐりこまざる を 得なくなる の だ。 す 

ベて が、 禁止と 反対の 積極的な 努力と 工夫で なければ 

ならぬ。 進歩 向上と いう もの は、 そこからで なければ 

生れ 得ず、 禁止の 法 を 用いる 限り、 安易に ついて、 蒙 

昧 にと、 V まること でしかない ので ある。 その 無能 無策 

と、 反 文化的 性格 は、 第一 級の 罪悪と 云わねば ならぬ。 

そして、 禁止の もつ 安易 さは、 反 文化的 性格と 共に、 

専政 的な もので あり、 同時に、 軍人の、 又、 ファッショ 

の 性格で も あるので ある。 

か ゝる専 政 的 禁止の 性格 は、 又、 共産主義が 持って 

いる。 政争の 手段と して 闘争 を 看板に する 共産主義 は 



の 復旧、 建設 は、 困難 きわまる 一大 難事業で ある。 か、 

る 非常 の 際の 政策 的な ストの 如き は 最も 慎むべき とこ 

ろ、 フランス では、 共産 政府が スト を 弾圧して いたで 

はない か。 

私 は、 だいたい、 ストライキ という 手段 は、 好きで 

はない。 社会生活に 於け る 闘争と いう こと を 好まない 

の だ。 闘争 ほど、 社会の 敵なる 言葉 はない。 

私 は、 資本家 (国家で もよ い) と 労働者の 利益 分配 

が 生活の 最も 重大な ものと なって いる 今日、 簡単の 労 

働 法規と いうよう な もので、 この 重大な 生活 問題 を 社 

会の 片隅で 処理して いるの が 間違いだ と 思う。 



人間の 生活 権 を 保護す るに、 ストライキ など、 いう 

素朴な 方法 を 公認す る 愚か さ、 工夫、 努力の 足りな さ 

は、 まさに 世界的 奇観で ある。 もっと、 合理的な、 もつ 

と 公正な 方策 を 定める 工夫が ありそうな もの だ。 

私 は 戦争が きらいだから、 ストライキ も、 きらいだ。 

子供の ケンカ じゃある まいし、 かりにも、 文化 国 を もつ 

て 任ずる 以上、 もっと 合理的な 手段がなければ ならぬ。 

ストライキの 如き 素朴、 好戦的な 方法 を 公認して いる 

限リ、 全世界に、 まことの 平和、 まことの 文化の 行わ 

れる箬 はない。 

然し、 た、 V ストライキ を 弾圧しても、 ムリ である。 



こんな 女に 誰が した、 という 無自覚、 無責任な、 反 

文化的 魂が、 いたずらに 世相に 反抗 を もらした ところ 

で、 いかなる 進歩が 有りうる であろう か。 こんな 女に 

誰が した、 というよ うな 無自覚、 無責任な 魂 は、 反抗 

などす べきで なく、 どこまで、 V も、 こんな 女に されて 

行く がよ ろしい ので ある。 

私 は、 闘う、 という 言葉が 許されて よろしい 場合 は、 

た、 V 一 つし かない こと を 信じて いる。 それ は、 自由の 

確立、 の 場合で ある。 もとより、 自由に も 限度が ある。 

自由の 確立と、 正しい 限界の 発見の ために、 各人が 各 

人の 時代に 於て、 努力と 工夫 を 払わねば ならない もの 



多くの 不合理が あり、 蒙昧が あり、 正しい 向上 を は y 

む ものが あるので はない か。 私 は それ を 疑る の だ。 家 

は 人間 を ゆがめて いると 私 は 思う。 誰の 子で もない、 

人間の 子供。 その 正し さ、 ひろさ、 あた、 かさ は、 家 

の 子供に はない ものである。 

人間 は、 家の 制度 を 失う ことによって、 現在までの 

秩序 は 失う けれども、 それ以上の 秩序 を、 わがものと 

すると 私 は 信じて いるの だ。 

もとより 私 は、 そのような 新 秩序が 急速に 実現す る 

と は 思わず、 実現 を 急がねば ならぬ とも 思って いない。 

然し、 世界 単一 国家の 理想と 共に、 家に 代る 社会秩序 



底本： 「坂 口 安吾 全集 g」 筑摩 書房 

1998 (平成^) 年 8 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本" 「人間 喜劇 第一 一号」 イヴ ニン グスタ ー 

社 

1948 (昭和^) 年^ 月 ー 日 発行 

初出： 「人間 喜劇 第一 一号」 イヴ ニン グスタ —社 

1948 (昭和^) 年^ 月 ー 日 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 ： 富 田 倫 生 



2 0000 年 6 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



